日夜 広々 とした 全世界の 脈動に 貫かれて 生活 を 向上 さ 

せ、 新しい 日本の 創設の ために 努力す るよう にと、 そ 

の アナ ゥン サァの 表現 は、 率直で 殆ど 激情 的で さえ 

あった。 いかにも、 明暮 その 仕事に 携 つてい る 人が、 

専門家と して 蒙って いた 云う に 云えない 永年の 不自由 

から、 自由にな つた！ これから こそ、 と 意気 ごんだ 

気 組と よろこばしい 激励と に 満ちて いた。 日本 独特の 

ダラ ダラ ラジオから、 こういう 声が 響き、 外ならぬ ァ 

ナウ ンサァ が、 こういう 人間的 感動 を もって、 彼等 も 

一 専門家と して 享受す るよう になつ た 解 S の 息吹に 胸 

を 高鳴らし ている という 事実 は、 深く わたしの 心 を 動 



かした のであった。 そして、 我々 日本人 は、 今日、 他 

の 文明国の 人々 たちが ほとんど 想像 もし 得な いほ ど 些 

細な 日常 事象の 一 つ 一 つに ついて、 可能と なった 積極 

性、 或は 合理性 を よろこんで いるので あると 痛感した 

のであった。 

床に ついてから も、 新鮮な 勢で 生活に 導き 入れられ 

た、 ォ— ル. ウェイ ブス、 全 波に ついて あれこれと 考 

えてい るう ちに、 いろいろの ことが 思い出されて 来た _ 

ラジオ 屋と 警官と が 一 組 ずっとな つて、 東京 各 区 を 

めぐり、 ひとの 家に 急に 入って 来て 短波受信機の 設備 

の 有無 を 調べ、 もし あれば それ を 没収したり、 処罰し 



知りたい 願いと なって 来る ので ある。 

今年 は 九月 下旬から 十月 初旬に かけて 日本 西部が 深 

刻な 風水害 をう けた。 山陽 本線 は 一 力 月 も 故障した の 

であった。 義弟が 原子爆弾の 犠牲と なった ため 田舎へ 

帰った が、 急な 帰京が 必要と なって、 呉 線の 須波 I 三 

原の 間、 姫路の 二つ 三つ 先の 駅から 明 石まで、 徒歩 連 

絡した。 須 波と 三 原との 間 は 雨の 降りしきる 破壊され 

た 夜道 を、 重い 荷 を 背負った 男女から 子供まで が 濡れ 

鼠と なって 歩いた。 

姫路 は、 あの 辺の 重要 都市の 一 つで あり、 空爆 をう 

けて 焼かれて いる。 バラックの 駅長 事務所で、 小雨に 



改札係の 板の 上に は、 時間表が あり、 定刻と、 おくれ 

て 到着した 各 列車の 時刻と が 対比して 書き込まれ てい 

る。 けれども、 駅員た ち は、 柵の 外に 困却して 佇んで 

いる わたしたち 同様、 その 列車が そこに 出現す る 迄 は、 

どこで、 どんな 理由で、 何分お くれてい るの かとい う 

ことに 就て は 全然 知っていなかった。 待って いる 人々 

と 彼等との 違い は、 ただ 彼等 はちつ とも それにつ いて 

心配して いない ことと、 呑気に 立って 喋 舌って いて、 

相当 頻繁に こそ， J そと 入場券 購入 許可証と ゴ ム 印を捺 

した 紙片 を もって 来る 人 を、 出口から 乗車 フォ— ムへ 

通して やつ ている こと だけで ある。 
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